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報 告 番 号 氏 名 甲 乙 第     号 
（ 論 文 審 査 の 要 旨 ） 
論文題名：Improvement of Foxp3 stability through CNS2 demethylation by TET enzyme 
     induction and activation 
     （TET酵素誘導および活性化によるCNS2脱メチル化を介したFoxp3安定性の 
      改善） 
 
 
 制御性T細胞（Regulatory T cell; Treg）は抗原特異的免疫寛容を誘導することから、自
己免疫疾患や移植拒絶に対する細胞免疫療法に使用することが検討されている。Tregの
マスター転写因子 Forkhead Box P3（Foxp3）の発現を人為的に誘導することでナイーブ
T細胞より試験管内で作成される誘導性Treg（induced Treg; iTreg）は大量に調整できる
も の の、Foxp3の 発 現 が 不 安 定 で あ る。本 研 究 はDNA脱 メ チ ル 化 酵 素Ten Eleven 
Translocation（TET）の酵素活性部位（TET-CD）を遺伝子導入することや、低酸素培養
条件やビタミンC添加により内因性TETの発現を誘導・活性増強することで、Foxp3遺伝
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